
島ぐるみ宗教者の会の皆様 

2022 年 9 月 14 日 

島ぐるみ宗教者の会 事務担当 谷 大二 岡田弘隆 

皆様、聖務にお忙しいと思います。県知事選では玉城デニー知事の再選となり、一安心です。 

さて、島ぐるみ宗教者の会では、沖縄県南部の遺骨問題に取り組んでいます。また、現在「国葬」問題に

も取り組み始めました。 なお、メールでの連絡網を作りたいと思います。次のメールまでお名前を送信

してください   marcellinotani@yohoo.co.jp （谷）  以下、報告と協力要請。 

＜沖縄県南部遺骨交じりの土砂問題＞ 

１． 熊野鉱山に関して 

7 月 27 日、県と熊野鉱山は公害等調整委員会の仲介により合意案を受け入れ和解となりました。24 日、

知事は「今回の合意案は措置命令の内容をおおむね反映している」とコメントしていますが、合意案は業

者に遵守させる強制力（法的根拠）がありません。 

現地は農振地区であり、搬出路は農地一時転用許可が必要で、3 年しか使えません。 

県の管理する米須霊域の駐車場や里道を鉱山の搬出路に使わせてはなりません。これに関しては 7 月 15

日県議会で陳情が採択されています。 

熊野鉱山の「開発届け」のチェックや、米須霊域の監視などが必要です。 

２ 具志堅隆松氏、国連で訴える 

7 月 4～6 日 国連人権理事会 国連の先住民族の権利に関する専門家機構（EMRIP）において南部土砂

問題と台湾有事回避と沖縄の基地問題について訴えました。その後、副知事とも面会し、知事の国連での

アピールを要請しました。 

３ 防衛省は南部土砂を辺野古新基地建設の埋め立てに使う計画を撤回せよ 

意見書採択の自治体は２２０に。現在も支援者による意見書採択運動は進められています。遺族の声を防

衛省、県に届けようと新たな取り組みを始めました。別紙、ご協力をお願いします。 

４ 遺骨の尊厳を守る条例制定にむけて 

知事、副知事は条例制定に向けて意欲的な発言を行っていますが、県庁内のワーキングチームの動きが鈍

いようです。引き続き県庁をプッシュしていく予定です。 

＜「国葬」問題＞ 

9 月 13 日、沖縄平和市民連絡会と合同で「故安倍晋三国葬儀」への知事及び県議会議長の参列・出席に

関する公金の支出を差し止めるよう求める監査請求、及び暫定的な停止勧告の申し立てを県監査委員会

に提出。知事は不参加を表明。議長は参加する予定と公表されています。監査請求書は「チョイさんの沖

縄日記」https://blog.goo.ne.jp/chuy に掲載されています。教育長に学校への弔旗掲揚、黙祷など指示し

ないように申し入れを行う予定です。 

国葬に反対する集会 
9 月 27 日（火曜日）午前 11 時～午後 1 時 

県庁前広場 
プラカードなど各自持参お願いします。トークリレーにも参加してください。 
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